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R6.9.23(月)16 時 00 分 

 
低気圧と前線による大雨に伴う災害に係る 

第５回災害対策本部員会議での知事の主な発言 
 
１．会議冒頭の発言 
 

〇 本日１５時時点で、お亡くなりになられた方が計７人と

なった。お悔やみ申し上げる。依然として、行方不明者が

２人、１０時時点の安否不明者が５人にのぼっており、引

き続き、被害状況の把握、人命救助に全力を挙げてほしい。 

 

〇 孤立集落等については、輪島市町野地区に通じる宇出津

町野線が、緊急車両に限り道路啓開したほか、珠洲市折戸

地区に通じる折戸飯田線も啓開したことにより、昨日の 

１１５箇所から本日１５時時点で５６箇所に減少した。 

 

人命救助にあたっていただいている自衛隊、消防、警察

の皆さんにお礼申し上げる。また、昼夜分かたず道路の啓

開にあたっていただいている工事業者の方々にも、改めて

感謝を申し上げる。 

 

〇 本日私は、朝から、陸路で珠洲市と能登町を訪問し、浸

水状況や土砂崩れ等の被災状況を確認し、また、避難所を

訪問した。 
 

具体的には、 

・大谷川の越水状況を確認したところ、周辺の住宅地にも

大規模な浸水があり、土砂で埋まっていることが確認さ

れた。 

・大谷地区では携帯電話が通じていなかった。 

・その後の柳田では、北河内地区の大規模な土砂災害で道

路が不通となっていたほか、岩井戸公民館では避難者の

方々から様々なお話を伺った。 
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・また、過酷な路面状況の道路も多く、土砂災害も多数確

認された。 

 

引き続き、一刻も早く道路・電気・上下水道・通信など

のインフラを確保することをはじめ、物資の支援、避難所

等での生活支援にも最大限の対応をお願いしたい。 

 

また、浸水した仮設住宅の被災状況を確認し、清掃や修

繕をすれば住み続けられるのか、あるいは、別の住まいを

どれだけ確保する必要があるのか、国や市町と連携し、そ

の数字を含めて早急に詰めてほしい。 

 

この課題については、林官房長官や松村防災担当大臣と

も問題意識を共有している。 

 

〇 通信については、本日より、携帯事業者に協力いただき、

電波がつながらない避難所にスターリンクをプッシュ型

で設置し始めたところである。明日以降も道路の啓開に合

わせて随時設置を進めていく。  

 

あわせて、各避難所への携帯電話の Wi-Fi スタンド及び

携帯充電機器の設置を開始したところである。明日中に設

置を完了する。 

 

〇 被災市町への応援職員については、今回の大雨を受け、

輪島、珠洲、能登の３市町に、県と県内市町に加えて、全

国知事会の村井会長にお力添えいただき、対口支援として、

他県の自治体から職員を派遣いただけるよう総務省など

と具体の人数の調整を進めている。 

 

調整が終わり次第、３市町に入っていただき、避難所運

営など応急対応業務にあたっていただく。 
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〇 義援金については、明日から受付を開始する。県庁３階

の出納室のほか、中能登、奥能登の総合事務所、小松県税

事務所、東京・大阪事務所の計６か所で受け付ける。 

 

振込口座は金融機関と調整し、開設準備中である。日本

赤十字社、共同募金会とも連携して実施する。 

 

    これらについて、ＨＰやＳＮＳなど、県のあらゆる広報

手段を駆使して周知してほしい。 

 

 

２．会議最後の発言 

 

〇  明日で発災７２時間となる。あらためて、人命救助を最

優先としつつ、一刻も早く道路・電気・水道・通信のイン

フラ確保に向けて、全力をあげていただきたい。 

 

〇  孤立地域の状況をしっかりと把握するとともに、避難所

も含め、物資の支援、生活支援に最大限の対応をお願いし

たい。 

 

〇 明日と明後日のボランティアは既に満員と聞いている。

一日も早い復旧のために、市町と連携のうえ、今後、ボラ

ンティアの増員について検討を進めてほしい。 

 

〇  私は明日も被災地に入る予定である。午前中に輪島市の

町野地区、門前町の浦上地区を訪問し、土砂崩れ、道路崩

壊などの被災状況を確認する。詳細は後ほど連絡する。 

 


